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ない、現在、大学院生の約 3割が日本国籍以外の国際交流学生、研究員の約 4 割が国際交流研究員とな
っています。平成 30 年度からは特別経費が基幹経費化され、略称『ヒトの進化』で再スタートしまし
た。On-site Laboratory計画を進めるなど、これまで以上に共同利用・共同研究拠点としての役割を充実さ
せる取り組みをおこないます。 
 
これまでの 50 年、霊長類研究所の目標は「くらし・からだ・こころ・ゲノム」であり、霊長類をさまざ
まな学問分野から多面的に研究する総合霊長類学でした。しかしながら、これからの 50 年はポストゲノ
ム時代とグローバル化に対応した新たな展開を図っていかなくてはなりません。たとえば、共通祖先か
らおよそ 500万年前に分岐したチンパンジーとわたしたちヒトは非常に多くのゲノム情報を共有してい
ますが、現在のくらしや状況は全く異なっているとしかいいようがありません。このチンパンジーとヒ
ト、あるいはボノボやゴリラ、オランウータンを含めたヒト科の霊長類において、どのような遺伝子の
違いが身体や認知の違いをもたらし、さらには今日にみられるような社会システムの違いをもたらすに
至ったかを、断片的な「お話」ではなく、ゲノムや細胞から形態発生、脳神経科学、認知科学、さらに
行動学、生態学までの一連の研究を有機的につなげてエビデンス・ベースで解き明かすことが期待され
ています。あるいは、霊長類以外にもウマやゾウ、イルカなど社会的コミュニケーションを発達させ
て、平行進化としてヒト的知性をもつ哺乳類もいます。これらの比較研究は哺乳類の適応放散における
霊長類の位置について、新たな視座を得ることにつながると考えています。 
 
同時に、霊長類種のおよそ 60%が絶滅の恐れがあるとされている現在、多くの霊長類の生息地であるアジ
ア、アフリカ、南米の国々が独自に霊長類の研究をおこない、それぞれの国の実情にあわせて保全にむす
びつける活動を積極的に支援していく必要があると考えています。研究面だけではなく、社会的貢献面に
おいても、当研究所が今後も世界をリードできるかが大きく問われています。このような問題意識を先鋭
化させながら、霊長類学発祥の地である日本を代表する研究機関として国際ネットワークを築きつつ、研
究教育活動を充実させていく所存であります。 
  
